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常
任
委
員
会
視
察
報
告

総
務
委
員
会
（
二
宮　

仁
委
員
長
）

平
成
28
年
11
月
17
日
（
木
）
～
18
日
（
金
）

　

総
務
委
員
会
で
は
、
山
口
県
周
南
市
の

「
公
共
施
設
再
配
置
計
画
」、
大
分
県
日
田

市
の
「
水
郷
ひ
た
応
援
交
付
金
事
業
」
に

つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　

周
南
市
で
は
、
平
成
24
年
10
月
に
公
共

施
設
の
再
配
置
計
画
案
を
公
表
し
ま
し
た

が
、
施
設
廃
止
の
地
元
住
民
の
反
対
運
動

が
起
こ
り
、
い
っ
た
ん
計
画
案
を
取
り
下

げ
て
い
ま
す
。
改
め
て
平
成
25
年
11
月
に

公
共
施
設
白
書
を
作
成
し
、
そ
の
上
で
翌

年
３
月
に
再
配
置
基
本
計
画
を
示
し
、
翌

年
８
月
に
再
配
置
計
画
策
定
に
こ
ぎ
着

け
ま
し
た
。
人
口
減
少
予
測
の
中
で
公
共

施
設
の
規
模
の
維
持
は
多
く
の
自
治
体
に

と
っ
て
課
題
で
あ
り
、
統
廃
合
に
は
市
民

へ
の
説
明
手
順
、
漫
画
表
現
な
ど
の
啓
発

方
法
な
ど
が
大
切
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

日
田
市
で
は
、
町
内
会
ま
で
指
定
し
て

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
に
よ
り
集
ま
っ

た
資
金
を
町
内
会

活
動
の
活
性
化
に

役
立
つ
よ
う
分
配

す
る
制
度
を
構
築

し
て
い
ま
す
。
町

内
会
等
を
支
援
す

る
方
法
の
ヒ
ン
ト

を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

民
生
委
員
会
（
宮
地
寛
行
委
員
長
）

平
成
28
年
11
月
17
日
（
木
）
～
18
日
（
金
）

　

民
生
委
員
会
で
は
、
京
都
府
福
知
山
市

の
「
市
民
病
院
の
経
営
改
善
」、
兵
庫
県
篠

山
市
の
「
手
話
言
語
条
例
」
に
つ
い
て
の

取
り
組
み
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

福
知
山
市
民
病
院
で
は
医
療
ス
タ
ッ
フ

（
医
師
・
看
護
師
な
ど
）
の
確
保
策
と
し

て
、
働
く
環
境
の
整
備
を
行
い
、
平
成
19

年
に
総
工
費
約
１
７
０
億
円
で
病
院
を
新

築
オ
ー
プ
ン
。
奨
学
金
制
度
、
研
修
費
の

補
助
策
、
医
師
事
務
作
業
補
助
者
の
配
置
、

院
内
保
育
所
の
設
置
な
ど
を
手
が
け
ま
し

た
。
ま
た
、
も
っ
と
も
重
要
な
の
は
院
長

に
よ
る
講
演
会
の
開
催
に
よ
り
、
病
院
の

方
針
・
考
え
方
を
全
職
員
に
浸
透
さ
せ
、

職
員
の
意
識
改
革
に
よ
る
経
費
の
削
減
が

図
れ
た
こ
と
で
す
。

　

篠
山
市
で
は
「
手
話

言
語
条
例
」
を
全
国
９

番
目
に
制
定
し
ま
し

た
。
制
定
以
降
は
職
員

の
手
話
意
識
が
高
ま

り
、
昼
休
み
の
手
話
教

室
が
月
に
２
回
行
わ

れ
、
基
本
目
標
と
し
て

「
手
話
で
会
話
が
で
き

る
篠
山
市
を
目
指
す
」

と
い
う
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

文
教
委
員
会
（
田
頭
敬
康
委
員
長
）

平
成
28
年
11
月
８
日
（
火
）
～
９
日
（
水
）

　

文
教
委
員
会
で
は
、子
育
て
支
援
事
業
の

取
り
組
み
と
し
て
、給
食
費
無
料
化
事
業
を

実
施
し
て
い
る
兵
庫
県
相
生
市
と
、
小
中
一

貫
教
育
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
中
で
学
力
向

上
に
取
り
組
み
、成
果
を
上
げ
て
い
る
大
阪

府
寝
屋
川
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

初
日
の
相
生
市
で
は
、定
住
・
子
育
て
支

援
事
業「
11
の
鍵
」の
中
で
、
給
食
の
無
料
化

事
業
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
、

無
料
給
食
を
試
食
し
ま
し
た
。給
食
は
、ボ

リ
ュ
ー
ム
感
も
あ
り
、美
味
で
あ
り
ま
し
た
。

本
市
も
頑
張
っ
て
、都
市
間
競
争
に
負
け
な

い
よ
う
な
努
力
が
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

　

２
日
目
の
寝
屋
川
市
で
は
、小
中
一
貫
教

育
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
実
施
し
て
、学
力

向
上
に
取
り
組
ん
で
お
り
、単
市
で
相
当
数

の
教
育
支
援
員
等
を
措
置
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
対
す
る
県
や
国
か
ら
の
ク
レ
ー

ム
は
、あ
ま
り
な
い

よ
う
で
す
。ま
た
、

真
の
学
力
向
上
の

た
め
に
は
、
小
中

一
貫
教
育
の
中
で
、

教
員
等
が
一
致
協

力
し
て
取
り
組
む

こ
と
も
重
要
で
あ

る
旨
の
教
示
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

産
業
建
設
委
員
会
（
前
田
孝
人
委
員
長
）

平
成
28
年
11
月
21
日
（
月
）
～
22
日
（
火
）

　

産
業
建
設
委
員
会
は
、
高
知
市
の
「
観

光
振
興
」、
宇
和
島
市
の
「
養
殖
漁
業
」
に

つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　

高
知
市
は
、
観
光
振
興
を
着
実
に
前
進

さ
せ
る
た
め
、
数
あ
る
観
光
資
源
の
中
か

ら
「
龍
馬
」、「
よ
さ
こ
い
」、「
鰹
（
か
つ
お
）・

酒
等
の
グ
ル
メ
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
観
光

振
興
計
画
を
策
定
し
、
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
推
進
や
、
観
光
客
と
直
接
対
話
す
る

方
式
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
、
計
画
の
成

果
を
確
認
し
な
が
ら
観
光
振
興
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

宇
和
島
市
は
、
リ
ア
ス
式
海
岸
を
活
用

し
た
養
殖
漁
業
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
が
進
む
水
産
業
の
活
性
化
と
振
興

を
図
る
た
め
、
養
殖
魚
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や

赤
潮
対
策
の
取
り
組
み
に
対
し
て
補
助
金

を
交
付
し
、
漁
業

の
担
い
手
確
保
と

人
口
減
少
の
歯
止

め
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

今
後
の
委
員

会
活
動
の
参
考
と

し
、
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
に
ま
い

進
い
た
し
ま
す
。


